
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いつもお世話になります。オバマ氏の当選に涙ぐんでいた黒人有権者。あの熱い涙が意味する歴史を思うと、

史上初の黒人大統領がいかに「チェンジ」を期待されているかが分かります。日本では誰に「チェンジ」を

期待すればよいのか。昨年を振り返ってみると、国や社会に求めるより自分が変わることだろうと思います。

時節柄、不意に出費が

かさむ月です。本当に

必要な物かどうかを検

討してから購入するよ

うに心がけましょう。 

本業に精を出せば、確

実な成果が得られると

きです。この機会を大

切にし、気をゆるめず

まい進してください。 

計画の見直しをしてく

ださい。今まで気づか

なかった点に、気づけ

そうです。この時期の

計画変更は吉です！

雑用に追われ、多忙な

日々を過ごす運勢です

が、焦らず、落ち着い

て対処をすれば、逆に

うまく運びそうです。

【「株の損得」を繰り越すためには・・・】 

 
昨年は、アメリカのサブプライムローン問題をきっかけに全世界の

経済が悪化しました。ご存知のとおり日本もその影響を受け、日経

平均株価はバブル崩壊後の最安値を更新しました。 
新聞紙面やテレビのニュース番組などで、株で何百万、何千万円の

損失を出したという人を多く目にしました。 
ところで、株の投資で利益を出した場合には

税金がかかりますが、損失を出した場合には

どうなるのかご存知でしょうか？ 
実は、株の損失は「３年間繰り越す」ことが

できます。つまり翌年以降に株で利益を出し

たときに相殺することができるのです。ただ

繰り越すためには、ちょっと作業が必要とな

ります。その作業とは「確定申告」です。 
通常、サラリーマンのように確定申告を必要としない人の場合で

も、株の損失を繰り越すためには確定申告が必要となります。 
「確定申告なんて面倒だな～」と思われるかもしれませんが、申告

をして繰り越しをしておかなければ、株の損失はその年でバッサリ

切り捨てられてしまいます。 
ちょっと面倒かもしれませんが、その後、損失を取り返したときに

「あのときちゃんとしておけばよかった」と後悔しないためにも、

確定申告はキチンとしておいた方がいいかもしれませんね。 
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強強打破（きょうきょうだは）
 
新年を迎えて「さあ～、今年も
仕事に打ち込むぞ！」と気合は
十分。でも、お正月休みでなま
った体が…という時は、濃いコ
ーヒー味の「強強打破」でシャ
キッ！（常盤薬品：清涼飲料水）

 
強強打破      検索 

ヒール」として女性たちに人気となっています。今、流行の「ヒールがないペタンコの

ブーツ」に足を入れると中敷のかかとの部分が高くなっているのです。これならヒール

のある靴を履いているのと同じように、脚を「細く長く」魅せられます。流行のアイテ

ムでもやはり「スタイルが良く見えなきゃ！」。そんな女心を満たすことは大切ですね。 

かつて小柄な男性が背を高くみせるために、ひそかに愛用して

いたのがシークレットブーツ。それが今日では「シークレット

今月の商売のヒント：【“赤い靴”を履いた経営者】 
 
アンデルセンの童話『赤い靴』をモチーフにしたバレエ映画『赤い靴』（マイケル・パ 

ウエル監督）の中で、主人公の少女ヴィッキーはある魔力を持った赤い靴に心惹かれ、 

その靴を履いてみます。するとヴィッキーはいきなり踊り出し、最初のうちこそ楽し 

かったものの、そのうち疲れ果てても踊りをやめられず、最後は死んでしまいます。 

赤い靴の魔力とは「一度、履いたら死ぬまで踊り続ける」というものだったのです。 

ヴィッキーは“赤い靴の魔力”を知っていました。それでも赤い靴を履いてしまったのです。「一度、試して

みたい」という好奇心だったのか、「足を入れるくらいなら大丈夫だろう」と何の根拠もなく過信したのか、

その理由は分かりません。しかし、とにかくヴィッキーは赤い靴の魔力に負けてしまったのです。 

さて、ここからは現実のお話です。金融パニックが本格的に表面化した直後に、ＮＨＫスペシャルでシティ

グループのＣＥＯの言葉を紹介していました。「（すでに危ないと分かっていても）音楽が鳴っているうちは

ダンスはやめられない」。そう、世界の経済をリードする立場の経営者たちも“赤い靴”を履いていたのです。

「わかっちゃいるけどやめられない～」と、あの植木等のような調子の“魔力”に魅せられて稼いだ挙げ句、

「ねらった大穴 見事にはずれ 気がつきゃ ボーナスァすっからかんのカラカラ」どころか大赤字です。

一緒になって“赤い靴”を履いていた投資家たちまでも、同じようにすっからかんのカラカラになりました。

人を惑わし、心惹きつける不思議な力。それを「魔力」と言います。商売をしていると、

実に様々な魔力に魅せられます。しかし、経営者である以上は、どんなに心惹かれても 

履いてはいけない“赤い靴”があり、音楽が鳴っていてもダンスをやめる本当の勇気が 

必要なこともあります。目先の小銭。いくら頑張ってもモトが取れそうもない設備投資。

高額なセミナーまかせの社員教育等。私たちの身の周りには、実に多くの“赤い靴”が 

溢れています。そして今、自らが“赤い靴”を履いた経営者になっていないでしょうか。

今一度、自分の足元をよくご覧になってください。 


